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～「子や孫の世代が住んでよかった子や孫の世代が住んでよかった

と思える元気な島と思える元気な島」実現へ～

謹賀新年

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
町
政
全
般
に
わ
た
り
深
い
ご
理

解
と
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
正
月
は
皆
様
ど
こ
で
、
誰
と
、

ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

故
郷
に
帰
り
家
族
と
過
ご
し
て
い
る
方
、
仕
事

に
励
ん
で
い
る
方
、
旅
先
で
過
ご
し
て
い
る
方
、

独
り
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
い
る
方
な
ど
様
々
だ

と
想
像
い
た
し
ま
す
。

　

１
年
前
の
元
日
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。
自
然
の
猛
威
は
予
測
不
能

で
あ
り
、
ま
た
容
赦
が
な
い
も
の
だ
と
改
め
て

痛
感
し
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
久
し
く
な
か
っ
た
台
風
に

よ
る
被
害
が
発
生
し
、
長
期
間
に
わ
た
る
停
電

や
通
信
障
害
、
船
便
欠
航
に
よ
る
食
料
品
の
品

薄
状
態
が
長
く
続
く
な
ど
、
農
作
物
含
め
町
全

体
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
あ
っ
て

当
然
の
も
の
が
突
然
無
く
な
る
と
、
そ
の
大
切

さ
を
身
を
も
っ
て
気
付
か
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は

物
や
電
気
だ
け
で
は
な
く
、
大
切
な
人
の
存
在

も
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

昨
年
実
施
し
た
内
閣
府
合
同
で
の
避
難
訓
練

で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
切
な
人
を
守
る
た
め

に
、
集
落
や
住
民
に
と
っ
て
い
ざ
と
言
う
時
に
、

最
適
な
避
難
行
動
が
と
れ
る
よ
う
日
頃
か
ら
防

災
に
関
す
る
意
識
を
町
民
全
体
で
深
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

現
在
の
政
策
面
に
お
い
て
、
子
育
て
支
援
、

教
育
の
充
実
、
農
業
振
興
や
地
域
の
活
性
化
、

人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
る
取
り
組
み
に

力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
更
に
地
域
の

魅
力
を
高
め
、
新
し
い
住
民
を
受
け
入
れ
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
状
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
行
わ
れ
た
町
長
選
で
は
、
無
投

票
で
再
選
し
、
２
期
目
の
町
政
運
営
を
担
わ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。「
子
や
孫
の

世
代
が
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
元
気
な
島

を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
地
域
を
支
え
る
生
産
基

盤
づ
く
り
、
生
活
と
福
祉
の
充
実
し
た
町
づ
く

り
、
島
で
育
む
き
ら
り
と
輝
く
人
づ
く
り
を
柱

と
し
、
産
業
振
興
や
子
育
て
、
教
育
、
福
祉
の

充
実
な
ど
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
で
ま
い
た
種
を

２
期
目
に
花
が
咲
く
よ
う
な
形
で
さ
ら
に
政
策

を
進
め
、
全
力
を
挙
げ
て
町
政
運
営
に
邁
進
す

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
政
全
般
に
わ
た
り
ま
し
て
、
本

年
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
併
せ

て
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
も
幸
多
き
一
年
に

な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

喜
界
町
長

　
　
　
　
　
　
　

隈
崎　

悦
男
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
議
会
を
代
表
し
ま
し
て
心
よ
り
お

お
迎
え
の
こ
と
と
、
議
会
を
代
表
し
ま
し
て
心
よ
り
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
町
議
会
活
動

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
町
議
会
活
動

に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
厚
く
御
礼

に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂
き
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
の
第
２
回
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議
員

　

私
は
、
昨
年
の
第
２
回
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議
員

各
位
の
ご
推
挙
を
頂
き
、
議
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ

各
位
の
ご
推
挙
を
頂
き
、
議
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ

か
り
ま
し
た
。
そ
の
職
務
の
重
さ
を
自
覚
し
て
微
力
な

か
り
ま
し
た
。
そ
の
職
務
の
重
さ
を
自
覚
し
て
微
力
な

が
ら
喜
界
町
発
展
の
た
め
全
力
で
邁
進
い
た
し
ま
す
。

が
ら
喜
界
町
発
展
の
た
め
全
力
で
邁
進
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
や
不
安
定
な
国
際
情

　

さ
て
、
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
や
不
安
定
な
国
際
情

勢
な
ど
、
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
劇
的
に
変
動
し
て

勢
な
ど
、
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
劇
的
に
変
動
し
て

お
り
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る

お
り
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る

人
口
減
少
や
労
働
力
不
足
に
よ
る
地
域
経
済
の
衰
退
へ

人
口
減
少
や
労
働
力
不
足
に
よ
る
地
域
経
済
の
衰
退
へ

の
懸
念
、
物
価
高
騰
に
よ
る
町
民
生
活
へ
の
影
響
、
防

の
懸
念
、
物
価
高
騰
に
よ
る
町
民
生
活
へ
の
影
響
、
防

災
対
策
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題
が
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

災
対
策
な
ど
解
決
す
べ
き
課
題
が
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
課
題
解
決
・
解
消
に

　

町
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
課
題
解
決
・
解
消
に

向
け
、
町
長
を
は
じ
め
と
し
た
町
執
行
部
と
協
議
、
検

向
け
、
町
長
を
は
じ
め
と
し
た
町
執
行
部
と
協
議
、
検

討
を
重
ね
つ
つ
最
善
の
判
断
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

討
を
重
ね
つ
つ
最
善
の
判
断
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
議
会

ま
た
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
拝
聴
し
な
が
ら
議
会

活
動
に
反
映
し
、
政
策
提
言
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
お

活
動
に
反
映
し
、
政
策
提
言
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
皆
様
の
生
の
声
を
お
聞
か
せ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
皆
様
の
生
の
声
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
く
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

い
た
だ
く
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

信
頼
さ
れ
、
期
待
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
努
力
い
た

信
頼
さ
れ
、
期
待
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
努
力
い
た

し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解

し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　

喜
界
町
議
会
議
長

　
　
　
　
　
　
　
　

米
田　

信
也

～喜界島の明るい

未来を願って～

　

町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
は
、
６
年
振
り
の
町

民
体
育
祭
や
５
年
振
り
に
本
町
で
開
催
さ
れ

た
大
島
地
区
駅
伝
競
走
大
会
を
は
じ
め
、
様
々

な
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
多
大
な
御
支
援
と
御

協
力
を
賜
り
、
改
め
て
感
謝
と
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
も
干
支
に
纏
わ
る
話
題
で
す
。

令
和
７
年
の
干
支
は
「
乙き

の
と
み巳

」
で
す
。
干
支
の

謂
わ
れ
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
一
説
で
は
、「
乙

巳
」
は
、「
努
力
を
重
ね
、物
事
を
安
定
さ
せ
て
、

成
果
が
実
を
結
ぶ
年
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
努
力
の
在
り
方
も
成
果
の
現

れ
方
も
様
々
で
す
。
時
期
も
違
う
で
し
ょ
う

し
、
成
果
の
大
き
さ
も
異
な
る
で
し
ょ
う
。
大

切
な
事
は
、
辛
抱
強
く
、
粘
り
強
く
、
常
に

努
力
を
怠
ら
な
い
こ
と
で
す
。
ま
さ
し
く
「
備

え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
変
化
が
激
し
く
、
先
行
き
不
透
明
な
現

代
社
会
で
、
現
状
を
し
っ
か
り
見
つ
め
、
的
確

に
「
備
え
」
や
「
努
力
」
を
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
新
し
い
年
も
教
育
行
政
の
充
実

並
び
に
振
興
に
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

喜
界
町
教
育
長

　
　
　
　
　
　

久
保　

康
治

～改めて

　　　「備えあれば憂いなし」～
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位
の
走
り
で
順
位
を
１
つ
あ
げ
る
。

　

そ
し
て
最
終
５
区
・
一
般
（
～

役
場
、
３
・
０
㎞
 

）
生
島
小
梅
が
11

分
56
秒
で
区
間
３
位
（
総
合
タ
イ

ム
は
59
分
47
秒
）、
そ
の
ま
ま
ゴ
ー

ル
し
平
成
29
年
度
開
催
の
瀬
戸

内
大
会
以
来
の
３
位
と
な
っ
た
。

な
お
、
優
勝
は
龍
郷
町
の
55
分

17
秒
。

　

続
い
て
男
子
。
５
区
間
、
33
・

１
㎞
 

（
島
一
周
）
に
全
14
チ
ー
ム

が
出
場
。
前
回
優
勝
者
と
し
て

臨
む
今
大
会
、第
１
区
・
中
学
（
役

場
～
中
間
公
民
館
前
、
３
・
６
㎞
 

）

柳
裕
也
が
本
調
子
を
発
揮
で
き
ず

12
分
23
秒
で
区
間
８
位
の
出
だ
し

と
な
る
。
第
２
区
・
高
校（
～
ム
チ
ャ

カ
ナ
公
園
前
、
６
・
６
㎞
 

）
佐
藤
匠

真
が
22
分
56
秒
、
区
間
２
位
の
快

走
で
３
位
に
順
位
を
押
し
上
げ
る
。

　

第
３
区
・
フ
リ
ー
（
～
阿
伝
公

園
前
、
９
・
８
㎞
 

）
孝
志
煌
太
が
33

分
15
秒
の
区
間
４
位
で
順
位
を
維

奄
美
群
島
日
本
復
帰
記
念

奄
美
群
島
日
本
復
帰
記
念

　

第

　

第
6565
回
大
島
地
区
駅
伝
競
走
大
会　

喜
界
大
会

回
大
島
地
区
駅
伝
競
走
大
会　

喜
界
大
会

　
　
　

　
　
　

男
女
と
も
に
総
合
３
位
入
賞

男
女
と
も
に
総
合
３
位
入
賞

　

奄
美
群
島
日
本
復
帰
記
念
第
65

回
大
島
地
区
駅
伝
競
走
大
会
が
12

月
１
日
本
町
で
開
催
さ
れ
、
男
女

と
も
に
３
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

本
大
会
は
奄
美
群
島
５
島
（
奄
美

大
島
、
喜
界
島
、
徳
之
島
、
沖
永

良
部
島
、
与
論
島
）
持
ち
回
り
で

開
か
れ
て
お
り
、
本
町
で
は
５
年

振
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

午
前
10
時
か
ら
女
子
の
部
（
５

区
間
、
14
・
８
㎞
 

、
全
７
チ
ー
ム
）

が
ス
タ
ー
ト
。
第
１
区
・
中
学
（
役

場
～
丸
福
木
材
店
前
、
３
・
０
㎞
 

）

濵
川
輝
心
が
11
分
04
秒
で
区
間
４

↑
右
上
か
ら
岩
井
大
樹（
監
督
）、

生
島
小
梅
（
５
区
）、
川
口
麻
衣

（
控
え
）、富
田
み
や
び
（
４
区
）、

梅
田
ゆ
あ
（
控
え
）、
川
村
結
愛

（
控
え
）、
濵
川
輝
心
（
１
区
）、

梅
田
ゆ
め
か
（
２
区
）、
大
喜
奏

音
（
３
区
）

持
。
第
４
区
・
フ
リ
ー
（
～
手
久

津
久
サ
ン
セ
ッ
ト
パ
ー
ク
前
、
７
・

８
㎞
 

）
永
井
太
陽
が
25
分
57
秒
で

区
間
２
位
と
健
闘
。
そ
し
て
第
５

区
・
一
般
（
～
役
場
、
５
・
３
㎞
 

）
濵

川
輝
太
が
17
分
14
秒
区
間
３
位
の

走
り
で
そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
（
総
合

タ
イ
ム
は
１
時
間
51
分
45
秒
）。
優

勝
は
和
泊
町
の
１
時
間
49
分
40
秒
。

　

喜
界
町
は
４
チ
ー
ム
出
場
し
て

お
り
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
の
結
果
は
以

下
の
と
お
り
（
数
字
は
区
間
順
位
）。

Ｂ
、
総
合
７
位
…
１
区
・
古
沼
世

楽
⑥
、
２
区
・
松
園
大
翔
⑨
、
３
区
・

孝
志
瑛
太
⑧
、
４
区
・
袰
谷
翔
⑦
、

５
区
・
大
平
次
生
⑧

Ｃ
、
総
合
10
位
…
１
区
・
向
井
恵

賀
⑩
、
２
区
・
向
井
優
賀
⑤
、
３
区
・

柳
聖
也
⑪
、
４
区
・
堀
田
将
平
⑫
、

５
区
・
土
岐
宏
大
⑫

Ｄ
、
総
合
12
位
…
１
区
・
澄
江
龍

こうた（３区）からこうた（３区）から
　　　たいよう（４区）へ　　　たいよう（４区）へ

け
い
が
（
１
区
・
弟
）
か
ら

ゆ
う
が
（
２
区
・
兄
）
へ

写
真
に
は
収
め
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
伴
走
は
父

だ
い
ご

位
。
第
２
区
・
高
校
（
～
喜
界
運

送
前
、
３
・
１
㎞
 

）
は
梅
田
ゆ
め
か

が
12
分
03
秒
で
区
間
２
位
と
健
闘
。

　

第
３
区
・
フ
リ
ー
（
～
旧
坂
嶺

小
前
、
２
・
６
㎞
 

）、
中
学
生
の
大

喜
奏
音
が
11
分
10
秒
で
区
間
５
位

で
は
あ
る
も
の
の
、
順
位
を
維
持
。

第
４
区
・
フ
リ
ー
（
～
赤
連
グ
ラ

ン
ド
前
、
３
・
１
㎞
 

）
高
校
生
の
富

田
み
や
び
が
13
分
34
秒
と
区
間
３

こ
う
こ
（
１
区
）
か
ら

こ
う
こ
（
１
区
）
か
ら

　
　
　

ゆ
め
か
（

　
　
　

ゆ
め
か
（
22
区
）
へ

区
）
へ

龍
郷
よ
り
１
秒
早
い
襷
渡
し

龍
郷
よ
り
１
秒
早
い
襷
渡
し

河
⑫
、
２
区
・
繁
山
常
久
⑩
、
３
区
・

東
龍
之
介
⑫
、４
区
・
前
島
将
太
⑪
、

５
区
・
古
園
正
樹
⑬

奄
美
市
Ｂ
、
１
区
・
大
喜
皇
成
⑭

　

閉
会
式
後
、
自
然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
で
交
流
会
が
行
わ
れ
、

Ｋ
・
Ｄ
Ｔ
（
喜
界
島
ダ
ン
ス
ス
ク
ー

ル
）
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
ダ
ン

ス
が
披
露
さ
れ
た
り
、
川
畑
さ
お

り
さ
ん
と
、
選
手
と
し
て
も
出
場

し
た
土
岐
宏
大
さ
ん
や
古
園
正
樹

さ
ん
が
歌
を
披
露
し
会
場
を
盛
り

上
げ
、
最
後
は
六
調
で
締
め
く
く
っ

た
。

　

来
年
の
本
大
会
は
徳
之
島
の
伊

仙
町
で
開
催
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
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第
9
回

　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ

　

第
９
回
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
が

12
月
15
日
、
町
体
育
館
で
開
催
さ

れ
た
。

　

当
日
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
書
道
な

ど
の
公
民
館
講
座
や
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
や
詩
吟
な
ど
の
地
域

講
座
、
自
主
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
舞

台
や
展
示
に
よ
る
発
表
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
山
口
心
美
さ
ん
（
現
在

喜
高
１
年
）の
作
文
『
普
通
の
基
準
』

（
昨
年
の
第
42
回
全
国
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
鹿
児
島
大
会
で

奨
励
賞
受
賞
作
）
の
発
表
が
あ
っ

た
。
普
段
か
ら
何
気
な
く
聞
か
れ

る
〝
普
通
〝
に
着
目
し
た
も
の
で
、

「
普
通
と
い
う
言
葉
の
基
準
は
人
そ

大島紬リメイク教室白水・早町八月踊り

アフリカ発祥の楽器アフリカ発祥の楽器
　　ジャンベとのコラボ　　ジャンベとのコラボ

れ
ぞ
れ
」
と
し
「〝
普
通
〝
は
意
外

と
幸
せ
な
こ
と
だ
」
と
締
め
く
く
っ

た
。

　

他
に
も
『
未
来
へ
！
喜
界
町
人

権
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
～
本
土
復
帰

71
年
の
思
い
を
馳
せ
て
～
』
と
題

し
た
、
県
人
権
同
和
対
策
課
の
常

深
氏
に
よ
る
講
話
が
あ
り
、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
人
間
に
と
っ
て
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
は

あ
る
が
、
マ
イ
ク
ロ
ア
グ
レ
ッ
シ
ョ

ン
（
自
覚
な
き
差
別
）
や
ア
ン
コ
ン

シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
（
無
意
識
の
思
い

込
み
、
偏
見
）
を
招
く
こ
と
も
あ

る
た
め
、
相
手
を
〝
尊
重
〝〝
共
感
〝

し
、
傷
つ
け
な
い
か
〝
想
像
〝
す

る
こ
と
が
大
事
。」
で
あ
る
こ
と
や
、

性
の
多
様
性
に
つ
い
て
「
好
き
に

な
る
性
（S

3exual O

3rientation

）

と
性
自
認
（G

3ender I

3dentity

）

を
合
わ
せ
て
Ｓソ

ジ

Ｏ
Ｇ
Ｉ
と
言
い
、
そ

れ
を
理
由
と
す
る
嫌
が
ら
せ
が
ソ

ジ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
ソ
ジ
ハ
ラ
）
と

な
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
配
慮
が

必
要
。」
と
い
っ
た
こ
と
が
語
ら
れ

た
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
個
人
の
要

望
（
個
人
の
興
味
、
関
心
に
基
づ

く
学
習
）
と
社
会
の
要
請
（
自
立

し
た
個
人
の
育
成
、
自
立
し
た
地

域
社
会
の
形
成
に
資
す
る
学
習
）

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
涯
学
習

社
会
を
構
築
す
る
た
め
に
、
町
民

の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
学
習
機
会
の
充

実
と
学
ん
だ
こ
と
が
地
域
で
生
か

せ
る
環
境
づ
く
り
の
整
備
を
図
り
、

生
き
が
い
の
あ
る
住
み
よ
い
「
生
涯

学
習
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
資
す
る

目
的
で
公
民
館
講
座
を
実
施
し
て

い
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
鹿
児
島
支
店
と
の

「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
連
携
に
関
す
る
協
定
」
締
結

12
月
18
日
、
喜
界
町
と
西
日
本

電
信
電
話
株
式
会
社
（
以
下
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
西
日
本
）
鹿
児
島
支
店
に
よ

る
「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
連
携

に
関
す
る
協
定
」
の
締
結
式
が
役

場
多
目
的
室
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　

式
中
、
隈
崎
町
長
は
「
８
月
22

日
に
マ
リ
ア
ナ
諸
島
で
発
生
し
た

台
風
第
10
号
は
、
非
常
に
強
い
勢

力
と
な
っ
て
、喜
界
島
に
接
近
し
、

建
物
や
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
。
な
か
で
も
、通
信
・

電
力
と
い
う
生
活
イ
ン
フ
ラ
に
長

い
期
間
の
障
害
を
も
た
ら
し
た
台

風
と
し
て
、
町
民
の
記
憶
に
残
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。」
と
し
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
職
員
ら
に
よ
る
復

旧
作
業
に
御
礼
を
伝
え
る
と
と
も

に
、「
今
後
は
、
こ
の
協
定
に
基

づ
き
、協
力
・
連
携
を
深
め
、防
災
、

災
害
の
早
期
復
旧
に
向
け
て
、
町

民
や
関
係
機
関
と
も
連
携
を
図
っ

て
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
し
た
。

　

近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ

り
日
本
を
襲
う
災
害
は
激
甚
化
し

て
お
り
、
高
ま
る
リ
ス
ク
に
対
し

て
更
な
る
災
害
対
策
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
る
。

　

喜
界
町
に
お
い
て
も
、
８
月
27

日
に
襲
来
し
た
台
風
第
10
号
に
よ

り
、
電
話
線
等
生
活
イ
ン
フ
ラ
へ

の
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
長
期
間

に
わ
た
り
、
町
民
の
生
活
に
支
障

が
で
て
い
た
。

　

協
定
に
基
づ
き
、
連
絡
体
制
の

強
化
、
障
害
復
旧
時
の
道
路
や
活

動
拠
点
施
設
の
使
用
要
請
、
事
前

点
検
や
事
前
伐
採
に
つ
い
て
取
り

決
め
る
ほ
か
、
今
後
も
更
な
る
連

携
に
向
け
協
議
を
行
う
。

隈
崎
町
長
と

西
日
本
電
信
電
話
（
株
）

　

鹿
児
島
支
店　

瓜
生
支
店
長
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海
上
保
安
庁
と
公

益
財
団
法
人
海
上
保

安
協
会
が
共
催
す

る
、「
未
来
に
残
そ

う
青
い
海
海
上
保
安

庁
図
画
コ
ン
ク
ー
ル

に
お
い
て
、
早
町
小

５
年
の
吉
内
小こ

な
つ夏

さ

ん
の
作
品
が
、第
十
管
区
海
上
保
安
本
部「
優

秀
賞（
小
学
生
高
学
年
の
部
）」を
受
賞
し
た
。

吉
内
さ
ん
は
、
12
月
７
日
に
、
鹿
児
島
海
上

保
安
部
所
属
の
「
巡
視
船
し
ゅ
ん
こ
う
」（
鹿

児
島
市
）
の
船
上
で
行
わ
れ
た
表
彰
式
に
出

席
し
た
。

　

受
賞
作

品
は
、
11

月
13
日
か

ら

26

日

ま

で

の

間
、
鹿
児

島
市
内
の

デ
パ
ー
ト

「
山
形
屋
」

に
展
示
さ

れ
た
。

フ
ァ
ー
ム
テ
ッ

ク
喜
界
、
よ
ろ

し
、S

ソ

ン

タ

ー

O
N

T
A

R

G

ガ

ー

デ

ン

A
R

D
E

N

、（
株
）

K

キ

ー

ス

ラ

ン

ド

eithland

の

７

つ
が
参
加
し
た
。

　

午
前
10
時
開
場
と
と
も
に
多
く
の
島
民

が
来
場
。
島
内
事
業
所
の
ブ
ー
ス
だ
け
で
な

く
、
他
市
町
村
か
ら
出
店
し
た
コ
ロ
ッ
ケ
や
プ

リ
ン
、
芭
蕉
布

の
製
品
な
ど
も

盛
り
上
が
り
を

見
せ
た
。
会
場

で
は
黒
糖
や
エ
コ

バ
ッ
グ
な
ど
が
当

た
る
抽
選
会
も
行

わ
れ
、
特
賞
と
し

て
日
本
航
空
（
株
）

が
協
賛
し
た
往
復

航
空
券
も
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
同
時
に
あ
ま
み
島
一
番
コ
ン
テ
ス
ト

も
行
わ
れ
、
応
募
し
た
事
業
所
は
審
査
員
（
県

内
外
の
ス
ー
パ
ー
や
百
貨
店
な
ど
）
に
対
し

て
、
前
日
の
７
日
に
商
品
の
プ
レ
ゼ
ン
を
実
施
。

審
査
員
に
よ
る
地
域
性
や
独
自
性
な
ど
を
基

準
に
し
た
審
査
と
、
ぐ
ー
ん
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
来

場
者
に
よ
る
投
票
に
よ
り
、
食
品
部
門
で
は

S

ス

パ

イ

ス

ニ

ー

P
IC

E
N

E
E

（
奄
美
市
・
清
川
健
代
表
）
の

唐
辛
子
や
白
ゴ
マ
、
山
椒
な
ど
で
作
っ
た
万
能

調
味
料
〝
奄あ

ま
み味

〝
が
、
工
芸
・
生
活
用
品
部

　

第
２
回
ぐ
ー
ん
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
12
月
８

日
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
（
一
社
）
奄

美
群
島
観
光
物
産
協
会
が
主
催
す
る
も
の
で
、

群
島
内
の
特
産
品
製
造
事
業
者
が
一
堂
に
会

し
た
物
産
展
・
商
談
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
、

販
路
拡
大
や
事
業
者
相
互
の
交
流
促
進
及
び
、

住
民
が
奄
美
群
島
の
特
産
品
に
関
心
を
持
つ

き
っ
か
け
を
つ
く
る
場
と
し
て
開
か
れ
て
い

る
。
今
回
は
群
島
内
か
ら
18
店
舗
が
出
店
し
、

う
ち
本
町
か
ら
は
（
同
）
喜
界
島
結
い
、（
株
）

テ
ィ
ダ
・
ワ
ー
ル
ド
、（
株
）H

ハ

ウ

ビ

ー

O
W

B
E

、（
株
）

令
和
６
年
度
あ
ま
み
島
一
番
コ
ン
テ
ス
ト
・

　
　
　
　
　

第
２
回
ぐ
ー
ん
と
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　

大　

盛　

り　

上　

が　

り

じ
い
じ
、
ば
あ
ば
と
来
場
の

じ
い
じ
、
ば
あ
ば
と
来
場
の

積
山
積
山
慎慎し

ん
し
ん

く
ん
。

く
ん
。

こ
の
あ
と
往
復
航
空
券
を

こ
の
あ
と
往
復
航
空
券
を

引
き
当
て
ま
す
↓

引
き
当
て
ま
す
↓

門
は
（
株
）
奄
宿
り
（
笠
利
町
・
瀧
田
恵
理

香
代
表
）
の
琉
球
松
と
イ
ス
ノ
キ
で
作
ら
れ

た
〝
育
む
箸　

私
膳-shizen-

奄
美
の
八
角

箸
セ
ッ
ト
〝が
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　

審
査
員
か
ら
は
、「
プ
レ
ゼ
ン
を
聞
い
て
い

て
全
商
品
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
。
更
な
る
売

上
を
目
指
す
な
ら
、
掛
け
率
の
調
整
や
成
分

表
示
の
見
直
し
と
い
っ
た
こ
と
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
う
。」「
初
め
て
来
島
し
て
み
て
、

強
み
（
良
い
素
材
）
が
た
く
さ
ん
あ
る
な
と
感

じ
た
。
都
市
部
で
の
認
知
度
は
こ
れ
か
ら
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
面
で
の
び
し
ろ

が
大
き
い
と
思
う
。」
と
い
っ
た
こ
と
が
語
ら

れ
た
。

全
て
提
供
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Ｋ
Ｋ
Ｂ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
・
動
画
大
賞
２
０
２
４

　
　
　
「
動
画
部
門
２
年
連
続　

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
！
」

令
和
７
年
喜
界
町
は
た
ち
の
つ
ど
い

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
16
年
生
73
名
を
祝
福

　

令
和
７
年
喜
界
町
は
た
ち
の
つ
ど
い
が
１

月
２
日
開
催
さ
れ
、
平
成
16
年
生
の
73
名
が

参
加
し
た
。

　

ま
ず
、
政
木
佳
奈
さ
ん
が
島
唄
を
歌
い
、

続
け
て
「
喜

界
や
よ
い

島
」
を
披
露

す
る
と
同
級

生
た
ち
が
踊

り
出
し
、
笑

い
に
包
ま
れ

た
中
で
式
が

開
始
さ
れ

た
。

　

式
で
は
、
保
科
空そ

ら大
実
行
委
員
長
が
「
多

忙
な
中
、
は
た
ち
の
つ
ど
い
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
る
。
こ
れ
ま
で
多

く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
中

高
卒
業
後
バ
ラ
バ
ラ
の
道
に
進
ん
だ
同
級
生

に
今
日
会
え
て
嬉
し
い
。
今
、
福
岡
で
自
動

車
整
備
の
専
門

学
校
で
学
ん
で

い
る
が
、
将
来

は
島
に
帰
っ
て

き
て
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
た
ち
と
し
て

恥
ず
か
し
く
な
い
行
動
と
み
だ
し
な
み
を
と

り
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

そ
の
後
隈
崎
町
長
の
式
辞
、
久
保
教
育
長

の
祝
辞
と
続
き
、
奥
田
龍り

ゅ
う
と昇

さ
ん
が
「
人
生

で
１
度
し
か
な
い
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
迎
え
ら

れ
て
嬉
し
く
思
う
。
現
在
、
看
護
師
と
保
健

師
の
国
家
試
験
に
合
格
す
る
た
め
に
大
学
で

頑
張
っ
て
い
る
。
将
来
は
で
き
る
だ
け
レ
ベ

ル
の
高
い
所
で
経
験
を
積
ん
だ
後
、
島
に

帰
っ
て
き
た
い
。
祖
父
（
志
戸
桶
・
中
山
勇

さ
ん
）
か
ら
の
〝
今
や
っ
て
い
る
こ
と
に
が

む
し
ゃ
ら
に
取
り
組
む
こ
と
。
そ
う
じ
ゃ
な

い
と
納
得
で
き
な
い
し
、
絶
対
後
悔
す
る
。〝

と
い
う
言
葉
を
胸
に
、
や
る
な
ら
全
力
を
心

が
け
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
夢

を
実
現
さ
せ
る

ま
で
諦
め
ず
に

泥
臭
く
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。」

と
は
た
ち
を
迎
え
て
の
抱
負
を
語
っ
た
。

　

最
後
は
米
田
議
長
の
万
歳
三
唱
で
会
は
終

了
し
、
そ
の
後
は
親
や
恩
師
た
ち
と
談
笑
し

た
り
写
真
を
撮
る
な
ど
し
て
ひ
と
と
き
を
楽

し
ん
で
い
た
。

11
月
16
日
（
土
）、
Ｋ
Ｋ
Ｂ
鹿
児
島
放
送

主
催
、
Ｋ
Ｋ
Ｂ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
・
動
画
大
賞

２
０
２
４
の
審
査
会
が
行
わ
れ
、
動
画
部
門

で
昨
年
に
引
き
続
き
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

し
た
。
受
賞
し
た
動
画
は
、
企
画
観
光
課
が

今
年
度
制
作
し
た
「
瞬
間
移
住
」
と
題
し
た

観
光
に
特
化
し
た
作
品
。

　

担
当
者
は
「
昨
年
に
続
き
連
覇
す
る
こ
と

が
で
き
嬉
し
い
。
こ
の
受
賞
は
、
映
像
制
作

に
あ
た
り
撮
影
に
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

の
お
か
げ
。
皆
さ
ん
に
感
謝
し
な
が
ら
、
今

後
も
島
の
魅
力
発
信
に
努
め
、
島
の
認
知
度

向
上
に
繋
げ
た
い
今
後
も
島
の
魅
力
発
信
に

努
め
た
い
。」
と
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
に
喜
び

を
噛
み
し
め
て
い
た
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｍ
部
門
で
は
今
年
も
喜
界
高

校
商
業
科
３
年
生
に
協
力
い
た
だ
き
、
授
業

や
学
校
行
事
等
で
忙
し
い
な
か
企
画
か
ら
撮

影
・
編
集
ま
で
全
て
高
校
生
が
行
っ
た
。
今

回
は
、
ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
に
よ
る
島

み
か
ん
の
樹
の
被
害
を
テ
ー
マ
に
、
み
か
ん

の
樹
を
守
る
こ
と
で
喜
界
島
の
こ
れ
ま
で
の

文
化
や
食
生
活
を
守
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て

欲
し
い
と
い
う
想
い
を
高
校
生
の
視
点
か
ら

表
現
し
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
残
念
な
が
ら
Ｃ
Ｍ
部
門
で
の
受
賞

と
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
今
後
、
テ
レ
ビ
で

５
回
Ｃ
Ｍ
で
放
送
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
（
１
月
初
旬
当
時
）。

　

高
校
生
が
制
作
し
た
動
画
は
Ｋ
Ｋ
Ｂ
鹿
児

島
放
送
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
、
ま
た
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た

Ｐ
Ｒ
動
画
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
可
。

右
か
ら
野
間
き
ら
ら
さ

ん
、
住
岡
麗れ

み

な

未
菜
さ
ん
、

登
聖き

よ
か佳

（
企
画
観
光
課

職
員
）、
東
杏き

ょ
う
か香

さ
ん
←
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月
刊
喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
令
和
７
年
１
月
号

月
刊
喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
令
和
７
年
１
月
号

喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局
員　

土
屋
純
子

喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局
員　

土
屋
純
子

旧
坂
嶺
校
区
に
お
け
る

旧
坂
嶺
校
区
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　

防
災
訓
練

　
　
　
　
　
　

防
災
訓
練

　

令
和
６
年
11
月
23
日
（
土
）、
旧
坂
嶺
小

校
区
で
地
震
・
津
波
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

が
、
喜
界
町
と
内
閣
府
の
主
催
、
鹿
児
島
県
、

気
象
庁
及
び
自
衛
隊
が
連
携
し
て
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
津
波
避
難
訓
練
や
要
救
助
者
の
救

出
訓
練
が
自
衛
隊
と
消
防
団
の
連
携
の
も
と

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
体
育
館
で
の
講

話
で
は
、
鹿
児
島
大
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー

の
岩
船
教
授
が
「
状
況
や
環
境
に
応
じ
た
行

動
」
を
テ
ー
マ
に
、
気
象
庁
名
瀬
測
候
所
地

域
防
災
官
か
ら
は
「
地
震
や
津
波
の
情
報
」

に
関
す
る
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
と
し
て
、

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所
の
駒
越
研
究

員
が
「
喜
界
島
の
地
質
を
知
り
、
災
害
に
備

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　

喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
の
講
話

で
は
ま
ず
、
喜
界
島
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て

の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
喜
界
島
は
、
サ

ン
ゴ
が
造
る
地
形
『
サ
ン
ゴ
礁
』
で
形
成
さ

れ
た
島
で
す
。
特
に
、
サ
ン
ゴ
礁
段
丘
は
、

地
殻
変
動
や
海
面
変
動
を
背
景
に
形
成
さ
れ

た
特
徴
的
な
地
形
で
す
。
ま
た
、
喜
界
島
周

辺
の
奄
美
海
台
が
、
島
の
下
に
沈
み
込
ん
で

い
る
大
規
模
な
地
形
で
あ
る
こ
と
も
解
説
さ

れ
ま
し
た
。

防
災
講
話

防
災
講
話

　

さ
ら
に
、
平
成
29
年
に
激
甚
災
害
に
指
定

さ
れ
た
喜
界
島
豪
雨
災
害
を
例
に
、
雨
や
地

す
べ
り
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
も
詳
し
い

解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
地
災
害
危
険
地

区
マ
ッ
プ
を
用
い
て
、
表
示
さ
れ
て
い
る
場

所
だ
け
で
な
く
他
の
地
域
で
も
地
す
べ
り
が

発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
解
説
さ
れ

ま
し
た
。
駒
越
研
究
員
は
、「
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
減
災
の
た
め
に
は
、
地
域
の
地

質
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
結

び
ま
し
た
。

自
然
災
害
と
ジ
オ
パ
ー
ク

自
然
災
害
と
ジ
オ
パ
ー
ク

　

平
成
24
年
に
第
５
回
ジ
オ
パ
ー
ク
国
際
ユ

ネ
ス
コ
会
議
で
討
議
・
発
表
さ
れ
た
「
島
原

宣
言
」で
は
、自
然
災
害
に
お
け
る
ジ
オ
パ
ー

ク
の
役
割
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
宣
言
さ
れ

ま
し
た
。

　

「
ジ
オ
パ
ー
ク
に
お
い
て
私
た
ち
の
生
き

て
い
る
地
球
に
つ
い
て
教
育
す
る
こ
と
は
、

私
た
ち
の
地
域
社
会
が
、
ジ
オ
の
災
害
を
時

と
し
て
起
こ
す
自
然
と
如
何
に
共
存
す
る
か

を
理
解
す
る
の
に
最
も
効
果
的
で
あ
る
。」

（
一
部
抜
粋
）

　

こ
の
考
え
方
は
、
喜
界
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推

進
協
議
会
の
防
災
活
動
に
お
い
て
も
重
要
な

指
針
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
は
単

な
る
地
質
や
自
然
の
ア
ピ
ー
ル
の
場
で
は
な

く
、
喜
界
島
の
人
が
島
の
地
形
や
地
質
、
歴

史
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
そ
れ
を
通
じ
て
未

来
に
向
け
た
防
災
や
地
域
の
在
り
方
を
考
え

て
、行
動
す
る
き
っ
か
け
の
場
と
な
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
今
回
の
よ
う
に
喜
界
島
の
サ

ン
ゴ
礁
段
丘
や
地
殻
変
動
、
過
去
の
災
害
を

知
る
こ
と
で
、
地
震
や
津
波
、
土
砂
災
害
と

い
っ
た
自
然
災
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
理
解
で

き
ま
す
。
そ
し
て
、
災
害
時
に
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
る
減
災
に
向
け
た
行
動
の
意
識
を

高
め
る
た
め
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
動
を
通
じ
て
喜
界
島
を

知
り
、
そ
し
て
未
来
の
喜
界
島
の
た
め
の
行

動
を
起
こ
す
契
機
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

8
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☎

健
康
き
か
い
21

《
喜
界
町
の
目
指
す
姿
》

心
豊
か
に
健
康
で
安
心
し
て

　
　
　
　
　

暮
ら
せ
る
喜
界
町

〜
支
え
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　

元
気
で
長
生
き
〜

子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
た
め
に

ウ
イ
ル
ス
感
染
で
お
こ
る
子
宮
頸
が
ん

ウ
イ
ル
ス
感
染
で
お
こ
る
子
宮
頸
が
ん

女
性
の
多
く
が
一
生
に
一
度
は
感
染
す
る
と

言
わ
れ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
）。
多
く
は
自
然
に
消
え
ま
す
が
、
一
部
の

人
（
70
人
に
１
人
程
度
）
で
が
ん
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
が
ん
を
防
ぐ
手
段

感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
が
ん
を
防
ぐ
手
段

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
、
一
部
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ

の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て

50
～
90
％
の
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
を
防
ぎ
ま

す
。

子
宮
頸
が
ん
で
苦
し
ま
な
い
た
め
に

子
宮
頸
が
ん
で
苦
し
ま
な
い
た
め
に

◎
小
・
中
・
高
校
生
か
ら
で
き
る
こ
と

ワ
ク
チ
ン
接
種
（
将
来
の
子
宮
頸
が
ん
の

予
防
が
期
待
さ
れ
る
。）

◎
20
歳
か
ら
で
き
る
こ
と

子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
る
（
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
受
け
て
い
て
も
、
１
０
０
％
子
宮
が
ん

を
予
防
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
に
つ
い
て

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
に
つ
い
て

対
象
：
小
学
６
年
～
高
校
１
年
の
女
子

　

喜
界
町
で
は
、
中
学
１
年
時
に
問
診
票
を

発
行
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
送
付
さ
れ
る
資

料
（
接
種
方
法
や
副
反
応
等
）
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

★
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
★

対
象
：
平
成
９
年
度
生
ま
れ
～
平
成
20
年

度
生
ま
れ
の
女
性
で
２
～
３
回
の
接
種
が
完

了
し
て
い
な
い
方

条
件
：
今
年
度
３
月
末
ま
で
に
１
回
で
も

接
種
を
受
け
て
い
る

　

残
り
の
回
数
を
、
令
和
８
年
３
月
31
日
ま

で
定
期
接
種
と
し
て
公
費
で
接
種
可
能
で
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
で
お
手
元
に
問
診

票
が
な
い
場
合
は
、
保
健
福

祉
課
（
℡
65
ー
３
５
２
２
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

寒
い
時
期
に
起
き
や
す
い

体
の
ト
ラ
ブ
ル

　

寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
体
調
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
寒
い
時
期
も
、
気
温
に
合
わ

せ
て
身
体
は
変
化
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
寒

い
時
期
に
起
き
や
す
い
体
の
ト
ラ
ブ
ル
と
、

そ
の
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

寒
い
時
期
に
脱
水
に
な
る

寒
い
時
期
に
脱
水
に
な
る
!?!?

　

私
た
ち
の
体
は
、
普
段
か
ら
１
日
に
約
２

㍑
の
水
分
を
失
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

皮
膚
や
粘
膜
、
あ
る
い
は
呼
気
か
ら
失
わ
れ

る
水
分
を
、
不
感
蒸
泄
と
い
い
ま
す
。
気
温

が
低
く
、
空
気
の
乾
燥
し
た
寒
い
時
期
は
、

こ
の
不
感
蒸
泄
に
よ
っ
て

失
わ
れ
る
水
分
量
が
増
え

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

寒
い
時
期
は
発
汗
量
が
減
る
た
め
、
水
分

不
足
の
自
覚
を
持
ち
に
く
い
の
で
す
が
、
暖

房
の
使
用
に
よ
っ
て
も
、
ま
す
ま
す
乾
き
や

す
い
体
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
寒
い
時
期
の
体

は
乾
い
て
い
る
」
と
思
い
、
こ
ま
め
な
水
分

補
給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、「
急
激
な
温
度
変

化
に
よ
っ
て
体
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
」

を
指
し
ま
す
。
家
の
中
の
温
度
差
が
主
な
原

因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
温
度
差
に
よ
っ
て
、

血
圧
が
大
き
く
変
動
し
、
脳
や
心
臓
の
血
管

に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。
そ
の
結
果
、
脳

梗
塞
や
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の
病
気
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
こ
こ
で
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に

な
り
や
す
い
状
態
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

□
65
歳
以
上

□
心
疾
患
、
脳
出
血
、
脳
梗
塞
の
病
歴
が
あ
る

□
不
整
脈
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
の
治
療
中

□
熱
い
湯（
42
度
以
上
）に
首
ま
で
長
く
つ
か
る

□
浴
室
・
脱
衣
所
・
ト
イ
レ
が
寒
い

□
居
間
と
浴
室
、
ト
イ
レ
が
離
れ
て
い
る

　

チ
ェ
ッ
ク
が
多
い
ほ
ど
、
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ

ク
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
次
に
、
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
を
予
防
す
る
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
入
浴
前
後
に
水
分
を
補
給
し
、
脱
水
を
防
ぐ

◎
食
後
１
時
間
以
上
空
け
て
か
ら
入
浴
す
る

◎
浴
室
や
ト
イ
レ
は
暖
か
く
し
て
お
く

◎
お
風
呂
の
お
湯
は
ぬ
る
め
に
し
、
ゆ
っ
く

り
入
る
。
長
湯
は
し
な
い
。（
15
分
を
目

安
に
）

運
動
で
筋
肉
を
柔
ら
か
く

運
動
で
筋
肉
を
柔
ら
か
く

　

寒
い
時
期
は
、
筋
肉
が
収
縮
し
て
硬
く
な

り
や
す
く
、
け
が
を
し
や
す
い
状
態
に
な
っ

て
い
ま
す
。
寒

い
時
期
こ
そ
体

を
動
か
し
、
柔

ら
か
い
筋
肉
を

保
ち
ま
し
ょ
う
。

自
宅
内
で
で
き
る
、
ラ
ジ
オ
体
操
や
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
も
お
す
す
め
で
す
。

　

「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
は
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
？
体
を
動
か
す
こ
と
に
必
要

な
運
動
器
（
骨
や
筋
肉
、
関
節
、
神
経
な
ど
）

の
機
能
低
下
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
便
利
な

移
動
手
段
の
多
い
現
代
社
会
で
は
、
若
い
世

代
で
も
、
気
づ
か
な
い
う
ち
に
機
能
の
低
下

が
あ
る
よ
う
で
す
。こ
ま
め
に
体
を
動
か
し
て
、

い
つ
ま
で
も
元
気
な
体
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
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中
高
合
同
発
表
会

中
高
合
同
発
表
会

12
月
５
日
（
木
）、
喜
界
町
「
中
高
合
同
発

表
会
」
が
喜
界
中
学
校
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
喜
界
中
学
校
の
総
合
的
な
学
習
の

時
間
「
き
か
い
学
」
と
喜
界
高
校
の
総
合
的

な
探
究
の
時
間
「
が
じ
ゅ
ま
る
」
で
取
り
組

ん
だ
成
果
を
発
表
す
る
行
事
で
す
。

　

喜
界
中
学
校
の
代
表
と
し
て
発
表
し
た
グ

ル
ー
プ
は
「
喜
界
島
の
伝
統
行
事
と
料
理
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
内
容
で
し
た
。

【
ソ
ー
メ
ン
ガ
ブ
ー
】

　

１
０
０
年
以
上
続
く
中
里
集
落
の
豊
年
祭
。

７
０
０
束
も
の
ソ
ー
メ
ン
が
投
げ
ら
れ
る
。

【
喜
界
島
の
方
言
】

　

方
言
を
日
常
的
に
使
う
人
が
年
々
減
少
し

て
い
る
。
ま
た
、
集
落
に
よ
っ
て
異
な
る
言

い
方
が
あ
る
。

　

発
表
中
、「『
む
ん
』
は
何
を
表
し
て
い
る

で
し
ょ
う
か
。」
な
ど
の
ク
イ
ズ
を
多
く
取
り

入
れ
て
会
場
と
一
体
に
な
っ
た
雰
囲
気
作
り

を
工
夫
し
、
多
く
の
伝
統
行
事
等
に
つ
い
て

発
表
し
ま
し
た
（
正
解
は
「
ご
飯
」）。

　

ま
た
、
喜
界
高
校
の
代
表
グ
ル
ー
プ
は
、

次
の
よ
う
な
内
容
を
発
表
し
ま
し
た
。

【
喜
界
島
の
魅
力
発
信
】

　

す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
喜
界
島
の
魅

力
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
が
発
見
し
た

喜
界
島
の
魅
力
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
動
画
に

よ
っ
て
発
信
し
よ
う
と
い
う
提
案
。

【
商
品
開
発
「
が
じ
ゃ
み
ス
ナ
イ
パ
ー
」】

　

喜
界
島
は
、
年
間
を
通
し
て
蚊
の
存
在
に

悩
ま
さ
れ
る
時
期
が
多
い
こ
と
に
着
目
し
て

構
想
し
た
商
品
の
提
案
。
容
器
の
色
や
デ
ザ

イ
ン
、
名
称
を
工
夫
す
れ
ば
、
蚊
を
撃
退
す

る
道
具
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
島
外
の
人
に

も
喜
界
島
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
。

　

各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
で
は
、
作
成
し
た
実

際
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
動
画
の
成
果
物
を
披

露
し
た
り
、
商
品
開
発
の
提
案
が
実
現
す
れ

ば
観
光
や
移
住
の
活
性
化
が
期
待
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
提
案
を
し
た
り
す
る
な

ど
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
個
人
の
取
組
と
し
て
、
喜
界
高

校
２
年
の
小
山
光
さ
ん
が
県
の
事
業
で
訪
問

し
た
ベ
ト
ナ
ム
で
の
研
修
を
ま
と
め
、「
こ
れ

か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。
小
山
さ
ん
は
ベ
ト
ナ
ム
の
民

族
衣
装
ア
オ
ザ
イ
を
着
て
登
壇
し
、
ベ
ト
ナ

ム
の
歴
史
や
通
貨
、
文
化
な
ど
を
紹
介
し
な

が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
上
で

大
切
な
こ
と
を
次
の
よ
う
に
主
張
し
ま
し
た
。

・
失
敗
を
恐
れ
な
い
。

・
自
分
か
ら
関
わ
ろ
う
と
す
る
姿
勢
を
大
切

に
す
る
。

・
異
文
化
を
知
る
。

　

中
高
合
同
発
表
会
を
通
し
て
、
歴
史
や
文

化
な
ど
、
様
々
な
視
点
で
喜
界
島
の
魅
力
を

発
見
・
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
日
頃
の
生
活
で
課
題
を
発
見
し
、

解
決
す
る
こ
と
で
、
自
己
の
学
び
を
深
め
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
喜
界
町
シ
マ
唄
・

令
和
６
年
度
喜
界
町
シ
マ
唄
・

シ
マ
ゆ
み
た
発
表
会
の
お
知
ら
せ

シ
マ
ゆ
み
た
発
表
会
の
お
知
ら
せ

　

２
月
８
日
（
土
）
に
喜
界
中
体
育
館
で
、

令
和
６
年
度
シ
マ
唄
・
シ
マ
ゆ
み
た
発
表
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
シ
マ
唄
部
門
の
発
表
や
シ
マ
ゆ

み
た
部
門
の
発
表
、
そ
し
て
、
特
別
企
画
と

し
て
、
創
作
シ
マ
ゆ
み
た
狂
言
「
ひ
な
た
山
」

の
舞
台
も
あ
り
ま
す
。

　

シ
マ
唄
部
門
で
は
、
唄
が
好
き
な
方
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
出
演
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
！

　

先
人
た
ち
は
、
言ゆ

み
た葉

で
想う

む
いい

を
伝
え
、
そ

れ
を
唄
に
し
「
物ム

ン
バ
ナ
シ

語
り
」
を
語
り
継
い
で
き

ま
し
た
。
シ
マ
唄
を
唄
い
、
シ
マ
ゆ
み
た
を

語
り
、
聞
き
、
そ
し
て
、
喜
界
島
の
文
化
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
る
機
会
に
し
て
み
て
は
。

　

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
多
く
の
町
民
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
全
戸
配
布
し
ま
し
た
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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町からのおしらせ

保健福祉課からのおしらせ
「国民年金の任意加入制度」について

県喜界事務所からのおしらせ
 「県営コーラル喜界団地空き家待ち
順位登録」について

　「空き家待ち順位登録」とは、県営住宅入居希望

者の抽選により登録順位を決め、空き家が発生した

ときに順番に入居していただく制度です。

　令和７年度分の受付は下記のとおりです。

　希望される方は、期間内にお申し込みください。

記

●申込書の配布・受付

　 令和７年２月３日（月）～２月 21 日（金）までの

午前９時から午後５時

　※土・日・祝日の配布、受付はできません。

●抽選日

　令和７年３月４日（火）　午後２時から

●抽選場所

　大島支庁喜界事務所会議室

●申込書配布・受付　問い合わせ先

　大島支庁喜界事務所総務係　0997-65-2091　

　※１　 現在、空き家待ち順位登録をされている方

につきましても、今回申込みがなければ、

これまでの登録は無効になりますので御注

意ください。

　※２　 空き家待ち順位登録は今回限りですが、入

居申込みにつきましては随時受け付けてお

ります。

　　　　 ただし、入居順位は上記申込みによる抽選

で決定した方の後になります。 

　※３　 今回の順位登録期間は、令和７年４月１日

から令和８年３月 31 日でありその期間内

に空き家が生じなければ入居順位は無効と

なります。

　空き家待ち順位登録１番の方であっても、登録期

間内に空き家が生じなければ入居ができないことを

御承知おきください。

　また、登録期間内に空き家が生じずに入居ができ

なかった方で、引き続き入居を希望される方は、次

年度の空き家待ち順位登録に再度申込みをしていた

だくことになります。

【老齢基礎年金の受給額を増やしたい方】

　60 歳～ 65 歳になるまで任意加入をした上で保

険料を納めることにより、満額（40 年）受給に近

づけることができます。（厚生年金や共済組合に加

入しておらず老齢基礎年金の繰上げ受給をしていな

いとき）

※ 月々の定額保険料に付加年金保険料（月額 400

円）をプラスして納めると、老齢基礎年金に付加

年金が上乗せされて受給できます。

【老齢基礎年金の受給資格を満たしていない方】

　最長 70 歳になるまで任意加入をした上で保険料

を納めることにより、受給権を確保することができ

ます。ただし、65 歳以降の任意加入は、昭和 40

年４月１日以前に生まれた方です。

【海外に在住する日本国籍を持つ方】

　日本に住所を有しなくなった時は、強制加入被保

険者ではなくなりますが、任意加入をして保険料を

納めることにより、保険料納付済み期間に応じた老

齢基礎年金を受け取ることができます。

※ 任意加入をしない場合の海外居住期間は、合算対

象期間になります。（年金額には反映されないが

受給資格期間として計算される）

【問い合わせ】

　保健福祉課国民年金係　☎ 0997-65-3685

　奄美大島年金事務所　　☎ 0997-52-4341
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喜界島サンゴ礁喜界島サンゴ礁

　　　　科学研究所　　　　科学研究所

サンゴ通信
№ 68№ 68

日
本
サ
ン
ゴ
礁
学
会
で

日
本
サ
ン
ゴ
礁
学
会
で

　

研
究
発
表
し
ま
し
た
！

　

研
究
発
表
し
ま
し
た
！

　

今
回
の
サ
ン
ゴ
通
信
は
、
日
本
サ

ン
ゴ
礁
学
会
に
参
加
し
た
サ
ン
ゴ
留

学
生
の
か
の
こ
さ
ん
、
ら
い
く
さ
ん
、

た
く
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
！

Q1
：
学
会
で
発
表
し
た
研
究
テ
ー

マ
と
、
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

か
の
こ
さ
ん
：
海
で
ア
オ
サ
ン
ゴ
が

他
の
サ
ン
ゴ
を
覆
う
よ
う
に
成
長
し

て
い
る
の
を
見
て
、「
ア
オ
サ
ン
ゴ

は
他
の
サ
ン
ゴ
よ
り
成
長
が
早
い
の

で
は
？
」
と
思
い
、
こ
の
テ
ー
マ
に

決
め
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
オ
サ
ン
ゴ

の
枝
が
折
れ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と

が
な
い
の
で
、「
密
度
が
高
く
て
折

れ
に
く
い
の
で
は
？
」
と
考
え
、
電

子
比
重
計
で
密
度
も
測
り
ま
し
た
。

ら
い
く
さ
ん
：
魚
と
サ
ン
ゴ
の
関
係

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
シ
ュ

ノ
ー
ケ
ル
中
に
魚
が
サ
ン
ゴ
に
隠
れ

る
様
子
を
見
て
、「
隠
れ
家
と
し
て

の
サ
ン
ゴ
は
ど
の
よ
う
に
決
め
て
い

る
の
か
？
」
と
疑
問
に
思
い
、
こ
の

テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
サ
ン
ゴ
の
種

類
や
形
、
隠
れ
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス
の

大
き
さ
を
調
べ
て
考
察
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
：
テ
ー
マ
は
「
喜
界
島
で

観
察
さ
れ
た
ソ
フ
ト
コ
ー
ラ
ル
と

ハ
ー
ド
コ
ー
ラ
ル
の
生
存
競
争
」
で

す
。
先
行
研
究
で
は
、
ソ
フ
ト
コ
ー

ラ
ル
が
ハ
ー
ド
コ
ー
ラ
ル
に
対
し
て

空
間
競
争
で
優
位
性
を
示
す
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
喜
界
島
の

環
境
で
の
生
存
競
争
と
攻
撃
方
法

を
調
査
し
ま
し
た
。

Q2
：
学
会
に
参
加
す
る
前
と
後
で
、

他
の
参
加
者
や
講
師
と
の
交
流
な

ど
を
通
し
て
、
自
分
の
研
究
に
対

す
る
考
え
方
に
変
化
は
あ
り
ま
し

た
か
？

か
の
こ
さ
ん
：
学
会
前
は
喜
界
島
の

ア
オ
サ
ン
ゴ
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
学
会
後
は
沖
縄
や
石
垣
島
の

ア
オ
サ
ン
ゴ
も
知
り
、
違
い
に
興
味

を
持
ち
ま
し
た
。
ま
た
他
の
研
究
を

聞
い
て
、
新
た
な
発
見
や
着
目
点
が

面
白
い
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
様
々
な
場
所
で
ア
オ
サ
ン
ゴ
を
調

査
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ら
い
く
さ
ん
：
ポ
ス
タ
ー
作
成
に
精

一
杯
で
、
こ
の
先
何
を
研
究
し
よ
う

か
悩
み
ま
し
た
が
、
学
会
で
色
ん
な

人
か
ら
今
後
の
研
究
に
対
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
や
、
体
験
談
を
話
し
て
く
れ

て
嬉
し
か
っ
た
し
、
や
り
た
い
こ
と

も
段
々
で
き
て
き
ま
し
た
。
学
会
前

と
後
で
、
だ
い
ぶ
変
わ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

た
く
さ
ん
：
あ
ら
た
め
て
サ
ン
ゴ
は

謎
が
深
く
、
研
究
材
料
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
他
の
方
の
、

自
分
と
は
視
点
が
異
な
る
研
究
の

結
果
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た

な
気
づ
き
の
ほ
か
に
新
た
な
謎
が
生

ま
れ
、
よ
り
詳
し
く
調
査
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

Q3
：
学
会
で
の
経
験
を
通
じ
て
、
他

の
高
校
生
に
伝
え
た
い
こ
と
や

ア
ド
バ
イ
ス
は
あ
り
ま
す
か
？

か
の
こ
さ
ん
：
自
分
の
や
り
た

い
こ
と
か
ら
逃
げ
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
。
私
は
研
究
し
た
い

と
思
っ
て
喜
界
島
に
来
た
け
ど
、

周
り
か
ら
は「
気
持
ち
だ
け
じ
ゃ

難
し
い
」
と
思
わ
れ
た
か
も
し

れ
な
い
。
で
も
、
自
分
の
気
持

ち
を
捨
て
ず
、
や
り
た
い
こ
と
を
選

ん
で
進
む
方
が
良
い
と
思
う
。

ら
い
く
さ
ん
：
自
分
が
疑
問
に
思
っ

た
こ
と
を
追
求
す
る
面
白
さ
を
知
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
調
査
は
大
変
で

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
多
い
で
す

が
、
考
察
す
る
時
は
楽
し
く
、
結

論
が
予
想
と
違
っ
て
も
嬉
し
い
で

す
。
そ
の
喜
び
を
味
わ
う
の
は
楽
し

い
と
思
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
：
自
分
の
中
に
な
か
っ
た

考
え
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
疑

問
も
生
じ
、
研
究
が
さ
ら
に
楽
し
く

な
り
ま
し
た
。
ま
た
他
の
方
か
ら
の

意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
は
と
て
も
重
要

だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

自
分
の
興
味
を
広
げ
る
こ
と
で
、
新

た
な
分
野
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
好
奇
心
を
持
ち
続
け
る
こ

と
は
色
々
な
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る

と
思
い
ま
し
た
。

喜
界
島
の
ア
ー
ト
が
金
沢
に

喜
界
島
の
ア
ー
ト
が
金
沢
に

　

サ
ン
ゴ
研
は
金
沢
21
世
紀
美
術

館
企
画
展
「
す
べ
て
の
も
の
と
ダ

ン
ス
を
踊
っ
て　

共
感
の
エ
コ
ロ

ジ
ー
」
に
、
科
学
と
ア
ー
ト
の
融
合

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
参
加

し
て
い
ま
す
。
金
沢
21
世
紀
美
術

館
は
年
間
２
０
０
万
人
が
訪
れ
る
、

日
本
で
最
も
入
館
者
数
の
多
い
美

術
館
で
す
。
喜
界
島
の
模
型
や
、

サ
ン
ゴ
の
化
石
か
ら
取
り
出
し
た

音
の
作
品
と
と
も
に
、
志
戸
桶
集

落
の
み
な
さ
ん
に
ご
提
供
い
た
だ
い

た
芋
洗
い
鉢
（
ト
ー
ニ
）
を
作
品
の

一
部
と
し
て
展
示
し
て
い
ま
す
（
協

力
：
志
戸
桶
東
部
区
長
中
山
勇
さ

ん
）。
ぜ
ひ
、
周
り
の
み
な
さ
ん
に

も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
（
展
示
期

間
：
２
０
２
５
年
３
月
16
日
ま
で
）。
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マイナンバーカードの健康保険証利用
登録の解除申出について

利用登録の解除申出について

　令和６年 12 月２日（月曜日）より、喜界町国民健康保険または喜界町後期高齢者医療制度の被
保険者で、マイナ保険証（健康保険証の利用登録がなされたマイナンバーカード）をお持ちの方が、
マイナンバーカードの健康保険証利用登録の解除を希望する場合は、保健福祉課の窓口において、
登録解除の申出ができます。
注： 喜界町国民健康保険及び、喜界町後期高齢者医療制度以外の医療保険に加入している方の解除

の手続については、ご自身が加入している医療保険の保険者にお問い合わせください。

お持ちいただくもの

・マイナンバーカードの健康保険証利用登録の解除申出書
・申出される方の本人確認書類（※）
注： 被保険者以外の方が申出をされる場合は、被保険者の委任状が必要になります。被保険者と同

一世帯の同居親族等であっても原則として委任状は必要です。

　被保険者本人が 18 歳未満の未成年の場合、親権者が被保険者の名前で本人記入欄を記載できます。
ただしその場合は、親権者の本人確認書類の他、被保険者本人と親権者が同一世帯でない場合に限り、
続柄の疎明書類（例：戸籍抄本の写し）が必要です。
　被保険者本人が成年被後見人等の場合、成年後見人等が本人記入欄を記載できます。ただしその
場合は、成年後見人等の本人確認書類の他、成年後見人等であることの疎明書類（例：成年後見登
記事項証明書の写し）が必要です。
　なお、窓口での申出の他、郵送での申出も可能です。
　郵送での申出を希望される場合、保健福祉課へ上記の書類を送付してください。
　※郵送での申出の場合は本人確認書類の写しを同封してください。

【委任状が不要な場合】

☎

令和７年度児童クラブ入会の申込みについて令和７年度児童クラブ入会の申込みについて
【受付期間】令和７年２月 10 日（月）～２月 28 日（金）

※令和７年４月１日入会希望の方は、必ずこの期間内に申込みをして下さい。
【受付時間】午前８時 30 分～午後５時 15 分
【受付場所】役場保健福祉課

※申込用紙は、各児童クラブ・保健福祉課に準備しています。
【対　　象】①町内に住所を有する小学校１年生～６年生までの児童

②保護者の就労・疾病等の理由により、昼間保護者が家庭にいない児童
【入会基準】次のいずれかに該当する場合

・就労
・妊娠、出産
・就学（職業訓練校などにおける職業訓練を含む）
・親族の介護、看護
・保護者の疾病、障害
・その他上記に類する状態として喜界町が認める場合

※詳しくは役場保健福祉課（☎ 65 － 3685）へお問い合わせ下さい。
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神
奈
川
県
川
崎
市

姶
良
市

埼
玉
県
熊
谷
市

愛
知
県
刈
谷
市

埼
玉
県
上
尾
市

福
岡
県
飯
塚
市

北
海
道
倶
知
安
町

神
奈
川
県
横
浜
市

神
奈
川
県
横
浜
市

神
奈
川
県
横
浜
市

山
口
県
周
南
市

大
阪
府
八
尾
市

沖
縄
県
那
覇
市

静
岡
県
磐
田
市

東
京
都
豊
島
区

愛
知
県
名
古
屋
市

東
京
都
中
央
区

東
京
都
板
橋
区

東
京
都
中
野
区

千
葉
県
流
山
市

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

兵
庫
県
宝
塚
市

愛
知
県
清
須
市

北
海
道
札
幌
市

東
京
都
千
代
田
区

東
京
都
新
宿
区

北
海
道
札
幌
市

高
知
県
高
知
市

長
野
県
長
野
市

千
葉
県
千
葉
市

千
葉
県
千
葉
市

大
阪
府
大
阪
市

神
奈
川
県
茅
箇
崎
市

滋
賀
県
近
江
八
幡
市

ふるさと納税ふるさと納税
　　　　　　　　（敬称略）

R6.11.16～12.15申込分
・寄付者合計　2,589名
・広報掲載希望　184名

当月合計： 28,537,500 円
今年度累計：114,810,636 円

あ
り
が
と
う

あ
り
が
と
うご

ざ
い
ま
す
！

ご
ざ
い
ま
す
！
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喜
界
島

喜
界
島

　

み
ら
い
会
議

　

み
ら
い
会
議

　

「
人
口
減
少
」「
少
子
化
」
最
近
色
々
な
と
こ
ろ

で
耳
に
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

　

日
本
全
国
の
問
題
で
す
が
、
私
は
ニ
ュ
ー
ス
で

知
っ
て
も
右
か
ら
左
へ
聞
き
流
し
て
い
た
の
が
本

音
で
す
。

　

し
か
し
、
奄
美
群
島
、
喜
界
島
の
問
題
と
な

れ
ば
不
安
へ
と
変
わ
り
、
他
人
事
で
は
な
い
、
自

分
事
な
ん
だ
と
恐
怖
さ
え
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

な
ぜ
な
ら
私
は
、
５
人
の
子
ど
も
の
母
で
あ

り
、
子
育
て
真
っ
最
中
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の

未
来
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
と
、
不
安

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
問
題
だ
と
実
感
し
て
お
り

ま
す
。

　

弊
社
で
も
年
に
１
回
の
イ
ベ
ン
ト
や
月
１
回
の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
塾
な
ど
を
企
画
し
、
地
域
の
交

流
や
親
子
の
触
れ
合
い
を
行
い
、
私
が
小
さ
い
頃

の
よ
う
に
地
域
で
子
育
て
を
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
７
年
前
、
夫
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
家
の
後

継
ぎ
と
し
て
Ｕ
タ
ー
ン
で
喜
界
島
へ
戻
り
ま
し

た
。
子
ど
も
３
人
は
、
関
西
で
出
産
し
、
４
人
目

と
５
人
目
は
、
喜
界
島
に
帰
っ
て
き
て
か
ら
出
産

し
ま
し
た
。
都
会
で
の
出
産
と
喜
界
島
に
帰
っ
て

き
て
か
ら
の
出
産
は
、
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く

ら
い
大
変
な
経
験
で
し
た
。

　

何
が
大
変
か
と
い
う
と
、
出
産
約
１
か
月
前
に

島
外
の
病
院
へ
行
き
、
幼
い
上
の
３
人
の
子
ど
も

た
ち
は
、
島
内
に
残
し
て
い
き
二
重
生
活
を
す
る

こ
と
で
し
た
。　

　

「
喜
界
島
で
は
、
産
め
な
い
か
ら
し
ょ
う
が
な

い
。」
と
い
う
言
葉
に
只
々
納
得
し
て
し
ま
っ
て

い
る
私
が
い
ま
し
た
。

　

い
ざ
出
産
を
終
え
て
喜
界
島
に
戻
る
と
、
長

女
と
次
女
は
、
精
神
的
に
ボ
ロ
ボ
ロ
、
三
女
は
、

幼
す
ぎ
て
私
が
母
親
だ
と
認
知
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
ん
な
思
い
ま
で
し
て
子
ど
も
が
ほ
し
い

の
だ
ろ
う
か
？
都
会
で
子
育
て
を
し
て
か
ら
戻
っ

て
来
た
方
が
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
？
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
周
り
の
友
人
や
知
人
に

き
い
て
み
る
と
、「
喜
界
島
で
の
出
産
は
大
変
だ

か
ら
子
ど
も
は
、
ほ
し
い
け
ど
も
う
産
ま
な
い
。」

「
子
育
て
す
る
環
境
は
、
海
も
き
れ
い
で
自
然
が

あ
っ
て
良
く
み
え
る
が
、
島
外
か
ら
き
て
親
族
が

い
な
い
家
族
か
ら
す
れ
ば
頼
る
人
も
場
所
も
な
い

の
で
考
え
て
し
ま
う
。」「
定
年
し
て
か
ら
帰
っ
て

き
た
い
。」
と
い
う
意
見
が
出
る
こ
と
に
、
共
感

し
な
が
ら
も
活
路
を
見
い
だ
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
番
胸
に
刺
さ
っ
た
意
見
が
、
不
妊
治
療
を
し
て

い
る
友
人
や
リ
ス
ク
を
背
負
っ
て
出
産
に
臨
ん
で

い
る
方
の
意
見
で
し
た
。
私
が
経
験
し
、
考
え
て

い
る
何
十
倍
も
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
こ
と
に

気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社 

フ
ァ
ー
ム
テ
ッ
ク
喜
界

　
　
　
　
　

取
締
役
　

岩
下 

奈
美

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
喜
界
島
で
出
産
や
子
育
て

を
し
た
い
と
思
う
人
が
減
っ
て
人
口
減
少
や
少
子

化
に
繋
が
る
の
は
確
実
で
す
。

　

こ
こ
で
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

喜
界
町
よ
り
南
の
、
徳
之
島
の
例
が
あ
り
ま
す
。

日
本
全
国
で
２
０
１
８
年
か
ら
２
０
２
２
年
の
合

計
特
殊
出
生
率
が
、
１
位
徳
之
島
町
、
２
位
天

城
町
と
い
う
内
容
で
す
。
産
婦
人
科
が
あ
る
こ
と

が
一
番
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
が
、
子

育
て
の
支
援
も
以
前
か
ら
熱
く
、
こ
の
数
字
に
繋

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
離
島
で
暮
ら

す
事
は
と
て
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
も
の
に
な
っ
て

き
て
い
る
の
が
事
実
で
あ
り
ま
す
。
で
は
あ
き
ら

め
る
し
か
な
い
の
か
？
そ
れ
で
終
わ
ら
せ
て
は
い

け
な
い
。
そ
ん
な
喜
界
島
で
あ
っ
て
ほ
し
く
な
い
。

　

結
婚
、
出
産
、
子
育
て
。
こ
の
３
つ
の
問
題
を
、

問
題
視
す
る
だ
け
で
な
く
、
答
え
を
出
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
地
域
一
帯
で
の

子
育
て
、
連
携
が
こ
れ
か
ら
の
「
喜
界
島
」
を
つ

く
っ
て
い
け
る

と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
が

喜
界
島
暮
ら

し
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
あ
る

べ
き
「
喜
界

島
」
の
形
だ

と
願
っ
て
い
ま

す
。
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①介護職員 /正 : 月給 15 万円
～ 21.6 万円

〒892-6201　鹿児島県大島郡喜界町赤連 69 番

0997-65-0294

①特別養護老人ホーム 看護職員
　正社員 : 月給 218,000 円～ 252,500 円　パート : 時給 1,110 円～ 1,227 円
②デイサービス 看護職員
　正社員 : 月給 198,000 円～ 252,500 円　パート : 時給 1,110 円～ 1,227 円
③介護支援専門員　正社員 : 月給 201,000 円～ 231,500 円　パート : 時給 1,162 円
※特定処遇改善手当支給（勤務時間や保有資格、勤続年数等に応じて支給）
※オンコール手当支給   1,500 円 /1 回 (①②看護職の方が対象 )

就職支度金・入職祝金制度 /通勤手当支給　
業績による昇給・賞与 /資格取得支援制度　
合同研修など教育充実 /キャリアパス制度　
退職金制度 /特定処遇改善加算 /制服貸与

正社員・パート募集

①A.  8:30~17:30　  B.10:00~19:00　    
②A.  8:30~17:30 
③A.  8:30~17:30

履歴書をご郵送またはご持参ください。
書類到着後、面接日程をご連絡いたします。
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喜界町の住民基本台帳人口
（令和 7 年１月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,642 戸（± 0）

人 口  ・・・・ 6,305 人（± 0）

男   ・・・・ 3,108 人（± 0）

女   ・・・・ 3,197 人（± 0）
（　）は前月比

※
喜
界
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
も
、

島
外
に
て
戸
籍
届
出
（
婚
姻
届
・

出
生
届
・
死
亡
届
）
を
さ
れ
た

方
は
戸
籍
の
窓
へ
掲
載
さ
れ
ま

せ
ん
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
住
民
課
戸
籍
係
（
☎
65
ー

３
６
８
７
）
へ
直
接
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

納付をお忘れなく！（１月）
【税】町県民税第 ４期・国民健康保険税

第５期・後期高齢者保険料５期・介護保

険料５期　１/31まで

【使用料】 １月分上下水道道使用料・公

営住宅使用料・保育料　１/31まで

役場１階会計又はお近くの金融機関で納
めてください。納入はお早めに ! !

<

萌
葉
会>

来
島
の
知
人
を
と
り
こ
に
人
情
と
世
界
地
質
の
遺
産
の
周め

ぐ

り

若
き
日
の
日
記
に
つ
づ
る
鞍
馬
山
、
走
馬
灯
の
ご
と
脳
裏
を
駆
け
る

午
後
五
時
の
畑
帰
り
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に　

疲
れ
溶
け
ゆ
く
ル
ン
バ
の
リ
ズ
ム

小
春
日
を
ま
と
い
て
浅
瀬
の
二
つ
岩
昔
の
ま
ま
の
温
も
り
が
顕
つ

一
島
を
砂
糖
黍
の
葉
な
だ
れ
う
つ
収
穫
ち
か
づ
く
師
走
の
楽
章

空
寒
し
心
の
折
れ
た
君
に
し
か
通
用
し
な
い
優
し
さ
が
あ
る

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

中
村　

ひ
ろ
え

島
崎　

久
代

永
瀬　

す
が
乃

弘
岡　

稲
子

【湾】【湾】

（父・優輝、母・まこと）（父・優輝、母・まこと）

舞田　舞田　晴晴
はるはる

くん（２才）くん（２才）

晴へ
２歳の誕生日おめで
とう！元気にすくす
く育ってくれて嬉し
いです。これからの
成長も楽しみです☆
（パパ•ママより）

１２．２０

♪おおきくなぁれ♪

（
敬
称
略
）

■
寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り

福
永
　

美
津
江

原
田
　

賢
一

石
原
　

由
美

俊
山
　

嘉

髙
倉
　

富
子

湾中
里

湾荒
木

大
朝
戸

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

壽
　

八
重

俊
山
　

輝
子

横
山
　

嘉
美

平
田
　

ト
ミ

高
倉
　

繁

晴
　

タ
カ
子

叶
　

俊
仁

長
島
　

司

（
96
才
・
中
里
）

（
81
才
・
奄
美
市
）

（
88
才
・
中
里
）

（
88
才
・
赤
連
）

（
78
才
・
大
朝
戸
）

（
90
才
・
湾
）

（
65
才
・
上
東
）

（
76
才
・
赤
連
）

　

氏　

名　
　

  

（
住
所
等
）

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

津
田
　

海
俊

蜂
須
賀
　

望
（
阿
伝
）

（
埼
玉
県
）

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

後
藤
　

寿じ
ゅ
り里

父
・
優
介

母
・
唯

湾

久
保
　

富と
う
ご幸

父
・
健
流

母
・
裕
美

荒
木

髙
橋
　

秀し
ゅ
う
と斗

父
・
秀
尚

母
・
好
美

大
朝
戸
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喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
.１

Ｖ
ｏｌ．６

９１
〒
８
９
１
ー
６
２
９
２
　

☎
０
９
９
７
（
６
５
）
１
１
１
１
　     FAX ０

９
９
７
（
６
５
）
４
３
１
６

http://w
w
w
.tow
n.kikai.lg.jp/　

広
報

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

◀

発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

すこ・・・すこやかセンター
子育・・・子育て支援センター
コミ・・・役場コミュニティホール
トレ・・・役場トレーニング室
研修・・・役場研修室
診療・・・診療所

くらしのカレンダーくらしのカレンダー

●については保健福祉課（65-3685）へ
●は図書館（65-0962）へお問い合わせください

（令和７年２月１日～２月 28 日迄）（令和７年２月１日～２月 28 日迄）

■
編
集
後
記
■

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
ま
す
。

　

元
日
の
駅
伝
で
、
年
男
年
女
を
迎
え
る
同
級
生
た
ち

と
襷
を
繋
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

18
歳
ま
で
島
で
育
っ
て
そ
こ
か
ら
外
で
頑
張
っ
て
い

る
人
は
、
36
歳
を
境
に
島
で
生
活
し
て
い
る
よ
り
も
長

く
な
る
節
目
の
年
で
も
あ
る
と
考
え
る
と
、〝
集
ま
っ
て

い
ろ
い
ろ
や
る
の
も
手
だ
な
〝
と
思
っ
て
ぼ
ち
ぼ
ち
段

取
り
進
め
て
い
た
ら
、
高
校
卒
業
や
成
人
式
以
来
に
会

う
よ
う
な
人
だ
っ
た
り
、
仕
事
や
結
婚
を
機
に
島
に
来

て
い
る
人
た
ち
も
た
く
さ
ん
加
わ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

は
た
ち
の
組
や
今
年
40
歳
を
迎
え
る
年
代
も
出
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
沿
道
で
応
援
す
る
人
が
例
年

以
上
に
多
く
感
じ
た
中
、
子
ど
も
と
走
っ
た
人
は
子
ど

も
の
方
が
速
く
て
抑
え
る
の
に
必
死
だ
っ
た
り
、
走
り

終
え
て
本
人
は
疲
れ
き
っ
て
い
る
の
に
子
ど
も
は
も
の

凄
く
元
気
だ
っ
た
り
…
。
ま
あ
、
そ
れ
ぞ
れ
苦
行
を
耐

え
、〝
だ
い
た
い
ゴ
ー
ル
す
る
時
間
は
こ
ん
く
ら
い
だ
ろ

う
〝
と
想
定
し
て
い
た
時
間
よ
り
30
分
以
上
速
く
ゴ
ー

ル
テ
ー
プ
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

終
わ
っ
て
夜
は
、
居
酒
屋
を
特
別
に
場
所
を
提
供

し
て
い
た
だ
き
、
同
級
生
の
母
ち
ゃ
ん
に
盛
り
皿
を
お

願
い
し
て
（
元
日
な
の
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
）、
楽
し
く
お
酒
を
飲
み
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
「
今
年
は
同
級
生
で
い
ろ
い
ろ
集
ま
ろ
う
」

や
「
４
月
の
喜
界
島
マ
ラ
ソ
ン
挑
戦
す
る
」
っ
て
い
う

声
も
あ
っ
て
、
今
年
の
平
成
元
年
・
２
年
生
は
も
し
か

し
た
ら
ち
ょ
っ
と
だ
け
活
発
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ち
ょ
っ
と
楽
し
み
で
す
。

　

全
然
編
集
に
ま
つ
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
回
は
こ

ん
な
感
じ
で
終
了
で
す
。

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8

●内科診療
　（～５日）
　【診療 8：30】
●特別資料
　整理休館
　（１/21 ～）

●休館日 ●あかちゃん
　おはなし会
　【11：00】

●古本市
　（～９日）
　【10：00】

9 10 11 12 13 14 15

●内科診療
　（～ 12 日）
　【診療 8：30】
●おはなし会
　【11：00】

●休館日 建国記念の日 ●あかちゃん
　おはなし会
　【11：00】

●おはなし会
　【14：00】

16 17 18 19 20 21 22
●母子相談
　【子育11：00】
●休館日

23 24 25 26 27 28
天皇誕生日

●内科診療
　（～ 26 日）
　【診療 8：30】
●おはなし会
　【11：00】

振替休日
●休館日

● 3 歳児健診
　【すこ13：15】

28


